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乗務員の大腿部傷害値を高精度で推定可能なニーインパクト試験

を提案し、併せて、人体ダミーを用いたスレッド試験とニーインパ

クト試験を数値解析上で再現できる環境を整備しました。

研究の背景と目的

研究成果

乗務員の傷害度の評価には、人体ダミーを用いたスレッド試験が使用されますが、

実施可能な機関が少ない、実施コストが高額、といった課題がありました

傷害発生リスクが高い大腿部に着目して、傷害度を評価できる、新たな試験方法

（ニーインパクト試験）の提案を目指しました

スレッド試験とニーインパクト試験を、数値解析上で再現できる環境の整備を目指し

ました

人体ダミーの膝形状を模擬したニーインパクタを独自に開発し、大腿部の傷害値を

簡易かつ高精度に推定できるニーインパクト試験を提案しました

人体ダミーを用いたスレッド試験

スレッド試験とニーインパクト試験を数値解析上で高精度に再現できる運転台モデ

ルを構築して、デジタル試験による現象解明が可能な環境を整備しました

人間科学研究部（人間工学）

提案したニーインパクト試験やデジタル試験を活用することで、運転台仕様の策定に

資する検討や、乗務員の被害軽減対策に向けた研究を推進します。

今後の展開

列車事故時の乗務員傷害度を
評価するためのニーインパクト試験

人体
ダミー

荷重が集中 運転台下側

ニーインパクタ

鋼板

ニーインパクタ：膝形状を模擬

荷重計

提案したニーインパクト試験
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スレッド試験の概況と結果

運転台モデルの精度検証 試験結果と解析結果の比較
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運転台下側:
SPHC 1.6mm

運転台高さ：
700mm

運転台深さ：
250mm

計器幅：618mm

計器高さ：300mm

座面高さ:
430mm

頭部衝突時膝衝突時初期姿勢

衝撃加速度

デジタル試験による運転台下側の被害軽減対策の検討例
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ニーインパクト試験の結果から
大腿部傷害値が高精度で推定可能
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